




1
9
9
5

年、

II

旅
す
る

画
家
II

実
は
、

激
動
の

時
代
に

世
界
中
を

巡
り

歩
い

た

じ
ょ
じ
ょ

う

心
を

打
つ

抒
情
豊
か
な

作
品
も
多
い
。

彼
の

生

涯
と

画
業
を
た
ど
る
。

波
が

起
こ

り
、

で

あ
り
、

文

／

鳥

飼

明

子

よ
う
や
く
そ
の

全

容
が

見
え
て

き
た
。

戦
争
画

し
ゅ
う
せ
い

日
本
画
家
と

し
て

大
正
S
昭
和
初
期
に

活
躍
し
た

小
早
川
秋
聟゚

く
に

の

た
て

《
國
之
楯
》

の

発
見
を
き
っ

か
け
に

再
評
価
の

ひ

の

ち
ょ

う

烏
取
県
日
野
町
に

あ
る

寺
の

後
継
ぎ
に
生
ま
れ
な
が
ら
、

抒

情
的
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〈伊太利ベスビオス山夕月流浪楽人〉

1923~24年頃：個人蔵

国内外へ出かけ

精力的に紀行

A
厖 一

て
い
る。

1913-1930 年

冊
を
超
え
る
と
い
う。

24
歳
の
秋
聾
は、
香
嬌
の
推
挙
を
受
け、

京
都
市
立
絵
画
専
門
学
校
（
現
�

京
都
市

立
芸
術
大
学）
に
入
学
す
る。
し
か
し、
「
水

墨
画
を
学
ぶ
に
は
中
国
へ

行
く
方
が
本

筋」

と
考
え
た
秋
聟
は、

学
校
を
辞
め
て

北
京
へ
。

1
年
半
に
わ
た
り
東
洋
美
術
の

研
究
に
没
頭
し
た
。

こ
れ
を
皮
切
り
に、

秋
聟
は
生
涯
に
45
回、

中
国
大
陸
を
訪
れ

1
9
1
5
年
11
月
に
香
嬌
が
亡
く
な

り、

1
年
の
服
喪
が
明
け
た
後、

近
代
京

し
ゅ
ん

都
画
壇
を
代
表
す
る
日
本
画
家
・

山
元
春

さ

な
え

攀
に
師
事、
画
塾
「
早
苗
会」
に
入
会
す
る。

写
生
を
重
視
す
る
円
山
四
条
派
の
伝
統
を

受
け
継
い
で
い
る
こ
と
か
ら、

早
苗
会
で

は
写
生
旅
行
な
ど
を
盛
ん
に
行
っ

て
い

た。

さ
ら
に
は
山
岳
会
も
発
足、

秋
聾
も

比
叡
山、

白
馬
山、

日
本
ア
ル
プ
ス
一

帯

な
ど
の
登
山
に
参
加
し
て
い
る。

18
i
20
年
に
か
け
て
は
山
陰、

南
紀、

北
海
道
を
旅
し
て
お
り、

土
地
な
ら
で
は

の
風
景
や
民
俗
を
描
い
た
画
文
集
を
刊
行

す
る。

絵
画
だ
け
で
は
な
く、

旅
の
紀
行

文
や
自
作
品
の
所
感
な
ど、

さ
ま
ざ
ま
な

文
章
を
新
聞
や
美
術
雑
誌
な
ど
に
寄
稿
す

る
随
筆
家
で
も
あ
っ
た
秋
聟。

膨
大
な
数

の
文
章
を
書
い
て
お
り、

20
年
近
く
に
わ

ま
っ

た
け

た
り
秋
聾
を
研
究
す
る
松
竹
京
子
さ
ん
に

よ
れ
ば、

随
筆
を
は
じ
め、

側
面
資
料
が

載
っ
て
い
る
美
術
冊
子
の
収
集
は、

7
千

〈グリ ーンランドの氷山の月〉1923~24年頃：個人蔵

〈エジプトカイロタ月〉1923~24年頃：個人蔵

〈語られぬなやみ〉1921 年：日南町美術館 〈米国グランドキャニオン暁月〉昭和初期：個人蔵
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